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山　
　

和　
　

哉

は
じ
め
に

　

近
世
期
の
堂
上
歌
壇
に
お
け
る
女
性
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
坂
内
泰
子
氏

「
近
世
和
歌
御
会
に
お
け
る
女
性
の
詠
進
復
活
に
関
す
る
一
考
察①
」
が
こ
れ
ま

で
の
研
究
の
中
で
最
も
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
ま
た
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
。
概
要
の
記
さ
れ
た
箇
所
を
次
に
引
用
す
る
。

と
り
あ
え
ず
、
近
世
の
御
会
集
を
江
戸
時
代
初
期
か
ら
通
し
て
見
て
い
く

と
、
禁
裏
仙
洞
を
問
わ
ず
、
女
流
歌
人
の
名
が
目
に
触
れ
な
い
こ
と
に
気

付
く
。
後
陽
成
天
皇
、
後
水
尾
天
皇
、
明
正
天
皇
、
後
光
明
天
皇
、
後
西

天
皇
、
霊
元
天
皇
…
…
と
順
を
追
っ
て
い
っ
て
も
、
女
性
の
詠
進
者
を
そ

の
御
会
の
中
に
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
過
去
に
お
い
て
、
後
宮
の
女

性
達
が
数
多
の
歌
を
詠
み
、
そ
の
才
を
競
っ
た
と
い
う
事
実
を
忘
れ
て
、

あ
た
か
も
女
性
は
、
そ
も
そ
も
宮
中
で
歌
を
詠
ん
だ
り
は
し
な
か
っ
た
と

い
う
よ
う
な
錯
覚
さ
え
お
こ
し
が
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
間
の
事
情
は

御
会
集
だ
け
に
限
ら
ず
、『
新
題
林
和
歌
集
』、『
新
明
題
和
歌
集
』、『
部

類
現
葉
集
』
等
、
堂
上
歌
人
の
歌
を
収
め
た
類
題
集
を
見
て
も
同
様
で
、

そ
こ
に
は
女
性
の
歌
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
御
門
天
皇
の
御
代
、
享
保
十
七
年
正
月
二
十
四
日
の
禁

裏
御
会
始
に
突
然
五
人
の
女
房
の
名
と
そ
の
歌
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
そ

れ
以
降
は
ま
る
で
ず
っ
と
以
前
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
御
会

へ
の
女
子
皇
族
（
含
女
門
跡
）
や
女
房
ら
の
詠
進
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

室
町
時
代
に
は
禁
裏
御
会
に
お
い
て
女
房
歌
人
達
の
詠
進
が
途
絶
え②
、
そ
の

状
況
は
近
世
初
期
を
経
て
中
期
ま
で
続
い
た
。
そ
れ
が
、「
享
保
十
七
年
正
月

二
十
四
日
の
禁
裏
御
会
始
に
突
然
五
人
の
女
房
の
名
と
そ
の
歌
が
登
場
す
る
」

こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
堂
上
の
女
性
達
が
和
歌
を
学
ば
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
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る
ま
い
。
学
習
の
様
子
が
分
か
る
資
料
は
多
く
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、
た
と
え

ば
、
西
洞
院
時
慶
（
一
五
五
二
―
一
六
四
〇
）
の
日
記
『
時
慶
記
』
に
は
次
の

よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

一
、
小
童
共
ニ
イ
ロ
ハ
書
与
。（
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
正
月
六
日
条
）

一
、
昨
今
、
金
丸
教
経
読
セ
候
、
万
ニ
ハ
百
人
一
首
教
。（
同
年
八
月
八

日
条
）

　

時
慶
は
、
息
子
の
金
丸
に
は
経
を
読
ま
せ
、
娘
の
万
に
は
百
人
一
首
を
教
え

て
子
女
の
教
育
を
行
っ
て
い
た
。
正
月
の
「
小
童
」
も
こ
の
二
人
で
あ
ろ
う
。

女
子
も
含
め
、
幼
少
時
よ
り
教
育
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
垣
間
見
え
る
。

　

こ
う
し
た
教
育
を
経
て
、
女
性
は
そ
の
教
養
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
近
世
堂
上
の
女
性
達
の
和
歌
活
動
の
一
端
に
つ
い
て
調
査
し
て
み

る
と
、
同
志
社
大
学
の
所
蔵
す
る
二
条
家
文
書
の
中
に
そ
の
実
態
を
う
か
が
う

こ
と
の
で
き
る
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、

当
該
資
料
を
調
査
対
象
と
し
て
、
近
世
堂
上
に
お
け
る
女
性
の
和
歌
活
動
の
一

端
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
そ
こ
か
ら
、
近
世
中
期
に
お
け
る
二
条
家
と
和
歌
と

の
関
係
に
も
言
及
す
る
。

一
、
同
志
社
大
学
所
蔵
「
二
条
家
文
書
」
に
つ
い
て

　

本
稿
で
扱
う
同
志
社
大
学
所
蔵
「
二
条
家
文
書
」
は
、
五
摂
家
の
一
つ
で
あ

る
二
条
家
に
伝
来
し
た
資
料
群
で
あ
る
。『
旧
華
族
家
史
料
所
在
調
査
報
告
書
』

（
学
習
院
大
学
史
料
館
編
、
一
九
九
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
五
摂
家
の
一
つ
で
あ

る
二
条
家
に
伝
来
し
た
資
料
は
現
在
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
慶
應
義
塾
大
学
古
文

書
室
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
な
ど
多
く
の
機
関
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本

稿
で
「
二
条
家
文
書
」
と
呼
ぶ
場
合
に
は
同
志
社
大
学
所
蔵
の
資
料
群
を
指
す

こ
と
と
す
る
。

　

二
条
家
文
書
は
、
二
〇
一
六
年
に
二
条
家
よ
り
同
志
社
大
学
が
譲
り
受
け
た

も
の
で
あ
る③
。
総
点
数
は
二
百
三
十
五
点
で
あ
り
、
内
容
は
概
ね
次
の
四
つ
に

分
け
ら
れ
る
。

Ⅰ　

即
位
灌
頂
文
書

Ⅱ　

二
条
家
歴
代
当
主
の
画
像

Ⅲ　

古
文
書
類

Ⅳ　

文
学
関
係
資
料

　

Ⅰ
は
二
条
家
内
で
継
承
さ
れ
た
、
天
皇
の
即
位
に
関
す
る
密
教
儀
式
で
あ
る

即
位
灌
頂
に
関
す
る
文
書
。
全
五
十
八
点
で
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
Ⅱ
は
画
像
資
料
三
十
二
点
。
Ⅲ
は
所
領
や
金
子
借
用
に
関
わ
る
文
書
、
備

忘
録
と
い
っ
た
資
料
。
Ⅳ
は
和
歌
や
物
語
な
ど
の
文
学
関
係
資
料
で
あ
る
。

　

Ⅲ
Ⅳ
は
冊
子
本
、
巻
子
本
、
軸
装
の
資
料
、
一
枚
物
の
資
料
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
態
の
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
内
容
も
い
ず
れ
か
判
断
し
難
い
も
の
が

あ
る
が
、
Ⅳ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
は
七
十
五
点
ほ
ど
存
在
す
る
。

　

Ⅳ
の
資
料
の
う
ち
、
新し
ん

上じ
ょ
う

西さ
い

門も
ん

院い
ん

と
栄ま
さ

子こ

内
親
王
と
い
う
、
二
人
の
女
性
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の
筆
写
し
た
和
歌
関
係
資
料
が
十
八
点
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
資
料
に
注

目
し
て
考
察
を
進
め
る
。

　

新
上
西
門
院
（
一
六
五
三
―
一
七
一
二
）
は
、
名
は
房
子
。
父
は
鷹
司
教
平
、

母
は
冷
泉
為
満
の
娘
。
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
に
霊
元
天
皇
の
女
御
、
延
宝

三
年
（
一
六
七
五
）
に
東
山
天
皇
の
養
母
と
な
り
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）

に
霊
元
天
皇
の
中
宮
と
な
る
（
後
掲
の
図
参
照
）。

　

霊
元
天
皇
の
第
三
皇
女
と
し
て
、
天
皇
と
新
上
西
門
院
の
間
に
生
ま
れ
た
の

が
栄
子
内
親
王
（
一
六
七
三
―
一
七
四
六
）
で
あ
る
。
栄
子
が
貞
享
三
年
（
一

六
八
六
）
に
二
条
綱
平
（
一
六
七
二
―
一
七
三
二
）
の
室
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
上
西
門
院
、
栄
子
内
親
王
の
筆
写
し
た
資
料
が
二
条
家
文
書
の
中
に
一
定
数

残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

な
お
Ⅳ
に
は
同
じ
理
由
で
、
霊
元
院
を
主
と
し
た
天
皇
の
宸
翰
類
十
六
点
が

含
ま
れ
る
。
そ
の
他
、
歌
書
や
物
語
、
近
世
期
の
和
歌
資
料
な
ど
が
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
に
は
書
写
者
が
不
明
の
も
の
、
あ
る
い
は
他
資
料
と
の
関
連
が
見
出

せ
な
い
孤
立
し
た
資
料
も
存
す
る
。
一
方
で
、
近
世
期
の
和
歌
関
係
資
料
と
し

て
二
条
家
当
主
の
詠
草
類
も
元
来
多
く
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
今
回
調

査
し
た
二
条
家
文
書
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

Ⅳ
の
概
要
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
以
下
、
新
上
西
門
院
及
び
栄
子
内
親
王

の
手
に
な
る
和
歌
資
料
、
特
に
自
詠
を
書
き
付
け
た
短
冊
や
詠
草
に
つ
い
て
内

容
を
紹
介
し
、
そ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
考
察
を
加
え
る
。

二
、
新
上
西
門
院
筆
写
資
料

　

新
上
西
門
院
の
筆
写
資
料
と
し
て
、﹇
Ａ
１

１

２

﹈「
新
上
西
門
院
筆
和
歌
短

冊
」
を
取
り
上
げ
る
。
当
該
資
料
は
新
上
西
門
院
筆
の
和
歌
短
冊
十
六
枚
で
、

一
枚
の
包
紙
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
包
紙
の
上
書
に
は
、

女
院
様
御
筆　
　
　
　
　

十
六
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
楽
院
殿
よ
り
御
わ
け
候

と
あ
り
、
筆
跡
か
ら
娘
の
栄
子
内
親
王
の
書
き
付
け
と
見
ら
れ
る
。「
信
楽
院

殿④
」
か
ら
分
け
与
え
ら
れ
た
も
の
ら
し
く
、
新
上
西
門
院
か
ら
直
接
に
で
は
な

く
、
間
接
的
に
二
条
家
に
入
っ
た
資
料
で
あ
る
。

　

以
下
に
和
歌
短
冊
の
図
版
と
翻
刻
を
掲
出
す
る
。

【
図
版
】

包
紙
（
部
分
）
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（
１

）
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２

）

（
３

）

（
４

）

（
５

）

（
６

）

（
７

）

（
８

）

（
９

）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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【
翻
刻
】※

法
量
は
縦
×
横
。
和
歌
は
い
ず
れ
も
二
行
書
き
で
二
行
目
を
一
字
下
げ

る
が
、
こ
こ
で
は
改
行
を
／
で
示
し
た
。
ま
た（
５

）（
６

）（
10
）〜（
16
）

は
古
歌
で
あ
る
た
め
、
出
典
を
併
せ
て
示
し
た
。
な
お
、
料
紙
は
い
ず

れ
も
斐
紙
。

（
１

）・（
２

）　
〈
三
七
・
二
×
五
・
七
糎
〉

庭
花　

わ
が
や
ど
の
花
も
千
年
の
色
そ
へ
て
／
の
ど
け
き
春
の
庭
の
木
の
本

（
３

）・（
４

）　
〈
三
七
・
二
×
五
・
七
糎
〉

わ
が
や
ど
の
花
も
千
年
の
色
そ
へ
て
／
の
ど
け
き
春
の
庭
の
木
の
本

（
５

）　
〈
三
七
・
四
×
五
・
七
糎
〉

暮
て
ゆ
く
春
の
み
な
と
は
し
ら
ね
ど
も
／
か
す
み
に
お
つ
る
宇
治
の
柴
舟

 

（『
新
古
今
集
』
巻
二
春
下
・
一
六
九
・
寂
蓮
）

（
６

）　
〈
三
七
・
四
×
五
・
七
糎
〉

白
雲
の
は
る
は
か
さ
ね
て
立
田
山
／
を
ぐ
ら
の
嶺
に
花
に
ほ
ふ
ら
し

 

（『
新
古
今
集
』
巻
一
春
上
・
九
一
・
藤
原
定
家
）

（
７

）・（
８

）　
〈
各
三
七
・
二
×
五
・
七
糎
〉

詠
よ
と
お
し
ま
で
を
れ
る
梅
花
／
こ
ゝ
ろ
の
色
を
い
く
春
も
み
ん

（
９

）　
〈
三
七
・
二
×
五
・
七
糎
〉

な
が
め
よ
と
お
し
ま
で
を
れ
る
梅
花
／
こ
ゝ
ろ
の
色
を
い
く
春
も
み
む

（
10
）　
〈
三
五
・
七
×
五
・
七
糎
〉

夏
ご
ろ
も
ま
だ
ひ
と
へ
な
る
う
た
ゝ
ね
に
／
こ
ゝ
ろ
し
て
ふ
け
秋
の
は
つ
風

 

（『
拾
遺
集
』
巻
三
秋
・
一
三
七
・
安
法
法
師
）

（
11
）　
〈
三
六
・
〇
×
五
・
七
糎
〉

秋
は
き
ぬ
紅
葉
は
や
ど
に
降
し
き
ぬ
／
道
ふ
み
わ
け
て
と
ふ
人
は
な
し

 

（『
古
今
集
』
巻
五
秋
下
・
二
八
七
・
読
人
不
知
）

（
12
）　
〈
三
七
・
四
×
五
・
七
糎
〉

し
た
紅
葉
か
つ
ち
る
山
の
夕
時
雨
／
ぬ
れ
て
や
ひ
と
り
鹿
の
啼
覧

 

（『
新
古
今
集
』
巻
五
秋
下
・
四
三
七
・
藤
原
家
隆
）

（
13
）　
〈
三
五
・
九
×
五
・
七
糎
〉

住
吉
の
松
を
秋
か
ぜ
ふ
く
か
ら
に
／
こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る
を
き
つ
白
浪

 

（『
時
代
不
同
歌
合
』
五
六
番
左
）

（
14
）　
〈
三
七
・
四
×
五
・
七
糎
〉

か
き
く
ら
し
猶
ふ
る
郷
の
雪
の
う
ち
に
／
跡
こ
そ
見
え
ね
春
は
来
に
け
り

 

（『
新
古
今
集
』
巻
一
春
上
・
四
・
宮
内
卿
）

（
15
）　
〈
三
七
・
三
×
五
・
八
糎
〉

ひ
と
か
た
に
思
ひ
と
り
に
し
こ
ゝ
ろ
に
は
／
猶
そ
む
か
る
ゝ
身
を
い
か
に
せ

む 

（『
新
古
今
集
』
巻
十
八
雑
下
・
一
八
二
五
・
慈
円
）

（
16
）　
〈
三
七
・
四
×
五
・
七
糎
〉

明
ぬ
れ
ど
ま
だ
き
ぬ
〴
〵
に
な
り
や
ら
で
／
ひ
と
の
袖
を
も
ぬ
ら
し
つ
る
哉

 
（『
新
古
今
集
』
巻
十
三
恋
三
・
一
一
八
四
・
二
条
院
讃
岐
）
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（
１

）〜（
４

）の
四
首
と（
７

）〜（
９

）の
三
首
は
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
歌
が
書
か
れ

て
お
り
、
出
典
が
見
当
た
ら
ず
、
新
上
西
門
院
の
自
詠
短
冊
と
見
ら
れ
る
。
題

の
有
無
を
除
く
と
、（
１

）と（
４

）、（
２

）と（
３

）、（
７

）と（
８

）は
仮
名
の
字

母
も
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
ま
た
、（
１

）〜（
４

）と（
７

）〜（
９

）は
い
ず
れ
も
打
曇

料
紙
で
そ
の
法
量
・
紙
質
も
一
致
し
、
い
ず
れ
も
折
り
跡
や
、
穴
を
開
け
て
綴

じ
ら
れ
た
形
跡
は
無
い
。
さ
ら
に
、
青
と
紫
の
雲
の
形
状
は
、（
４

）の
左
端
と

（
７

）の
右
端
で
連
続
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
六
枚
は
一
つ
の
紙
、
あ

る
い
は
同
様
の
紙
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た

も
の
と
見
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
新
上
西
門
院
が
手
習
い
に
用
い
た
も
の
が
、

そ
の
ま
ま
身
近
な
人
々
の
手
元
に
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
七
枚
と

は
別
に
、（
５

）（
６

）（
12
）（
14
）（
16
）の
五
枚
も
法
量
・
紙
質
が
互
い
に
一
致
し
、

（
５

）の
右
端
と（
６

）の
左
端
、（
６

）の
右
端
と（
14
）の
左
端
で
雲
の
形
状
が
連

続
し
て
い
る
。
こ
の
五
枚
も
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
そ
の
他
の

（
10
）（
11
）（
13
）（
15
）は
法
量
・
紙
質
が
異
な
り
、（
13
）に
つ
い
て
は
金
泥
で
松

の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
異
な
る
時
期
に
作
成
さ
れ
、
あ
る
時
に
ひ

と
ま
と
め
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、（
１

）（
２

）に
「
庭
花
」
の
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、（
１

）〜（
４

）は
何

か
の
機
会
に
題
詠
で
詠
ま
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
い
つ
の
も
の
か
は

不
明
で
あ
る
。（
７

）〜（
９

）は
題
が
無
い
が
、
内
容
か
ら
見
る
と
た
と
え
ば

「
折
花
」
と
い
っ
た
題
で
詠
ま
れ
た
歌
と
も
、
ま
た
は
梅
の
枝
を
贈
ら
れ
た
際

の
礼
と
し
て
詠
ま
れ
た
歌
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
礼
状
に
添
え
る
和
歌
と

し
て
は
、
た
と
え
ば
京
都
大
学
総
合
博
物
館
所
蔵
中
院
文
書
に
は
、
霊
元
院
か

ら
中
院
通
茂
・
通
躬
へ
の
各
種
礼
状
に
和
歌
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る⑤
。
和
歌
を
用
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
新
上
西
門
院
周
辺
で
も

折
々
に
行
わ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
女
性
の
和
歌
短
冊
の
書
き
方
に
は
作
法
が
あ
る
。
近
世
初
期
成
立
と

さ
れ
る
『
和
歌
秘
訣
』
に
は
、

一　

短
冊
ノ
事

上
ニ
題
ノ
有
時
ハ
、
下
ノ
句
ヲ
サ
ゲ
ズ
。
題
ノ
ナ
キ
ヲ
バ
下
句
ヲ
少
シ
サ

ゲ
テ
書
也
。
但
、
院
ノ
御
製
ト
女
房
ノ
歌
ハ
、
上
ニ
題
ア
レ
ド
モ
下
句
サ

ガ
ル
也
。
又
、
上
ニ
題
ナ
キ
ニ
下
句
サ
ゲ
ザ
ル
ア
レ
ド
モ
、
不
用
也
。
…

と
あ
り
、
一
般
に
題
の
あ
る
短
冊
は
下
の
句
の
字
下
げ
を
し
な
い
が
、
院
と
女

房
（
こ
こ
で
は
広
く
女
性
の
意
で
も
あ
ろ
う
）
の
和
歌
短
冊
は
題
が
あ
っ
て
も

字
下
げ
を
す
る
と
い
う
。

　

ま
た
日
野
資
枝
（
一
七
三
七
―
一
八
〇
一
）
述
・
石
塚
寂
翁
記
『
和
歌
問

答
』
に
は
、

…
先
女
房
は
す
べ
て
懐
紙
に
も
短
尺
に
も
名
は
か
ゝ
ぬ
が
習
也
。
是
は
女

は
名
を
さ
へ
も
他
人
に
は
慎
む
の
心
也
。
ま
し
て
対
面
は
さ
ら
也
。
仍
て

名
を
顕
し
て
書
べ
か
ら
ざ
る
義
也
。
し
か
れ
共
、
詠
草
に
は
書
べ
し
。
さ

な
く
て
は
多
有
時
添
削
な
り
が
た
き
也
。
是
又
詠
草
は
内
々
の
義
也
。
仍
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不
苦
也
。
表
へ
出
て
晴
の
事
に
は
懐
紙
の
も
短
尺
も
清
書
の
物
故
名
は
書

ま
じ
き
也
と
仰
也
。

と
あ
り
、
女
性
は
名
を
示
す
こ
と
を
憚
っ
て
和
歌
懐
紙
、
和
歌
短
冊
に
は
署
名

を
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
新
上
西
門
院
の
短
冊
に
も
署
名
は
な
く
、

こ
う
し
た
旧
例
に
な
ら
っ
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

他
に
新
上
西
門
院
筆
の
資
料
と
し
て
、『
伊
勢
物
語
』（
Ａ
１

１

４

）、『
自
讃

歌
』（
Ａ
１

１

５

）、『
源
氏
歌
』（
Ａ
１

１

６

）
と
い
っ
た
写
本
が
あ
る
。
簡
単

に
概
略
を
述
べ
て
お
く
。

　
『
伊
勢
物
語
』
は
綴
葉
装
の
一
括
分
（
十
六
丁
分
）
と
料
紙
一
枚
（
二
丁
分
）

だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。
斐
紙
、
縦
一
七
・
〇
×
横
一
九
・
〇
糎
。
本
文
は
天

福
本
系
統
で
、
初
段
か
ら
二
十
一
段
の
途
中
ま
で
で
終
わ
っ
て
い
る
。
清
書
本

と
し
て
作
成
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が
何
ら
か
の
理
由
で
頓
挫
し
、
後
に

二
条
家
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
自
讃
歌
』
は
綴
葉
装
の
二
括
分
（
全
七
十

二
丁
分
）
に
書
か
れ
て
お
り
、
綴
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
楮
紙
、
縦
二
六
・
七

×
横
二
二
・
五
糎
。
本
文
は
自
讃
歌
の
注
の
中
で
最
も
流
布
し
た
と
さ
れ
る
宗

祇
の
『
自
讃
歌
註
』。
全
文
が
整
っ
た
字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
両
面
書
写
で

裏
写
り
が
強
く
、
清
書
本
作
成
の
た
め
の
草
稿
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
源
氏
歌
』

は
仮
綴
一
冊
、
全
九
十
七
丁
、
楮
紙
、
縦
二
六
・
七
×
横
一
九
・
八
糎
。
源
氏

物
語
の
和
歌
と
作
者
名
が
列
挙
さ
れ
た
も
の
で
、「
夢
の
浮
橋
」
の
巻
よ
り
後

ろ
に
は
文
章
で
記
さ
れ
た
「
げ
ん
じ
の
け
い
ず
」
が
続
く
。
紙
縒
で
綴
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
本
文
の
筆
写
態
度
と
し
て
は
『
伊
勢
物
語
』『
自
讃
歌
』
と
比
べ

て
粗
く
、
訂
正
や
書
き
入
れ
も
多
い
。
新
上
西
門
院
自
身
の
学
習
用
、
あ
る
い

は
日
々
参
照
す
る
た
め
の
実
用
的
な
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
か
。

　

二
条
家
文
書
に
は
本
文
が
全
て
整
い
最
後
ま
で
装
丁
が
な
さ
れ
た
歌
書
は
無

い
。
し
か
し
如
上
の
資
料
の
よ
う
に
、
新
上
西
門
院
ら
が
日
常
的
に
行
っ
て
い

た
和
歌
に
関
す
る
活
動
の
様
子
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
る
資
料
が
あ
る
。

今
後
、
他
の
記
録
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
こ
れ
ら
の
資
料
生
成
の
詳
細
が

分
か
れ
ば
、
よ
り
具
体
的
な
和
歌
活
動
に
つ
い
て
記
述
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
だ
ろ
う
。

　

少
な
く
と
も
、
新
上
西
門
院
が
日
常
的
に
和
歌
を
詠
ん
で
い
た
こ
と
、
そ
し

て
古
典
作
品
の
学
習
や
書
写
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
具
体
的
な
資
料
と
し

て
こ
れ
ら
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
、
栄
子
内
親
王
筆
写
資
料

　

次
に
栄
子
内
親
王
の
筆
写
資
料
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
二
条
家
文
書
に
残
る

栄
子
内
親
王
の
筆
写
資
料
は
、「
栄
子
内
親
王
和
歌
詠
草
」
九
点
（
Ａ
１

２

５

〜
Ａ
１

３

３

）
と
、「
佐
野
の
渡
り
図
」
と
い
う
絵
画
資
料
一
点
で
あ
る
。
本

稿
で
は
和
歌
詠
草
九
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

は
じ
め
に
、「
栄
子
内
親
王
和
歌
詠
草
」
の
う
ち
、
例
と
し
て
図
版
一
点

（﹇
Ａ
１

２

８

﹈）
を
掲
げ
、
次
に
全
九
点
の
翻
刻
を
掲
げ
る
。
な
お
、﹇
Ａ
１

２
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５

﹈〜﹇
Ａ
１

３

３

﹈
は
成
立
年
代
順
に
な
っ
て
い
る
（﹇
Ａ
１

３

０

﹈
に
年
号

は
無
い
が
、「
霊
元
院
様
御
十
三
回
忌
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
延
享
元
年
（
一
七

四
四
）
の
も
の
と
分
か
る
）。
ま
た
、
包
紙
上
書
は
そ
の
内
容
か
ら
い
ず
れ
も

栄
子
自
身
の
筆
と
見
ら
れ
る
。

［A128］

［A128］包紙

【
図
版
】

〈
資
料
紹
介
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【
翻
刻
】※

い
ず
れ
も
包
紙
上
書
と
本
紙
の
詠
草
部
分
と
を
示
し
た
。
法
量
は
本
紙

の
縦
×
横
。
包
紙
上
書
は
／
で
改
行
を
示
し
、
詠
草
部
分
は
改
行
を
そ

の
ま
ま
と
し
て
添
削
内
容
を
併
せ
て
示
し
た
。
ま
た
、
和
歌
の
合
点
は

＼
で
示
し
た
。

﹇
Ａ
１

２

５

﹈〈
三
八
・
八
×
五
三
・
五
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
正（
１
７
１
１
）

徳
元
年
十
月
朔
日
／
仙（
霊
元
院
）

洞
様
御
て
ん
さ
く
は
い
り
や
う
。
／

女（
新
上
西
門
院
）

院
御
所
様
御
六
十
の
賀
の
御
祝
に
、
／
御
杖
あ
げ
ま
い
ら
せ
候
に
つ
き
、
哥

／
よ
み
、
ま
き
ゑ
に
申
付
候
哥
。

〈
本
紙
〉

　
　

杖

＼
く
れ
竹
の
は
が
へ
ぬ
杖
を

つ
く
か
ら
に
千君

世そ

に
八
千
代
の

さ
か
も
こ
えゆ
へ
きな
む

と
し
を
へ
て
生
そ
ふ
竹
の

ふ
し
毎
に
か
さ
ぬ
る
千
世
は

君
ぞ
か
ぞ
へ
ん

﹇
Ａ
１

２

６

﹈〈
三
九
・
二
×
五
三
・
二
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
正
徳
二
年
正
月
廿
三
日
に
／
二
月
ニ
女
院
御
所
様
御
六
十
ノ
賀

あ
そ
ば
さ
れ
候
ニ
付
／
仙
洞
様
へ
詠
そ
う
う
か
ゞ
い
、
す
な
は
ち
／
御
て
ん
は

い
り
や
う
申
候
。

〈
本
紙
〉

　
　

鶴
馴
砌

長＼
な
れ
来
つ
ゝ

閑
な
る
君
が
砌
に

す
む
鶴
も
い
く
萬
代
と

よ
ば
ふ
諸
声

洞
の
う
ち
の
砌
に
あ
そ
ぶ

芦
田
鶴
の
君
に
千
年
を

な
ら
ふ
諸
ご
ゑ

﹇
Ａ
１

２

７

﹈〈
三
六
・
二
×
四
九
・
六
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
享（

１
７
２
９
）

保
十
四
年
三
月
十
三
日
ニ
／
禁（
中
御
門
天
皇
）

中
様
へ
い
と
ざ
く
ら
の
御
花

見
ニ
／
な
ら
せ
ま
い
ら
せ
候
御
時
分
、
御
す
ゞ
み
所
に
て
／
あ
そ
ば
し
候
御
う

た
、
法（
霊
元
院
）

わ
う
様
之
／
御
な
を
し
御
は
い
り
や
う
。

〈
本
紙
〉

＼
春
ご
と
に
あ
か
ず
詠来
て
見む

い
と
桜
君
が
み
そ
の
ゝ

春
の
盛
を

﹇
Ａ
１

２

８

﹈〈
三
六
・
八
×
五
一
・
九
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
享
保
十
六
年
宝（
二
条
綱
平
母
）

樹
院
八
十
の
賀
／
敬（
二
条
綱
平
）

信
院
殿
御
祝
に
て
下
さ
れ

候
ニ
付
、
よ
み
申
候
哥
、
／
法（
霊
元
院
）

皇
様
御
点
あ
そ
ば
さ
れ
下
さ
れ
候
。
／
実
ハ
宝

゛゙
゛

゛゙
゛

゛゙
゛゙

゛
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樹
院
八
十
一
に
て
御
ざ
候
。
／
祝
ハ
五
月
十
六
日
。
／
女
房
詠
草
ニ
ハ
い
み
名

か
き
申
さ
ぬ
也
。
／
是
ハ
い
み
な
ふ
と
か
き
申
候
。

〈
本
紙
〉

　
　

寄
鶴
祝　
　
　

栄
子
上

＼
幾
千
世
も
さ
か
へ
ん
宿
の

し
る
し
と
てや

こ
ゝ
に
も
な
るれ

てゝ

鶴
の
諸
ご
ゑ

す
み
な
る
ゝ
鶴
の
よ
は
ひ
を

ゆ
づ
り
置
て
千
年
の
坂
も

や
す
く
こ
ゆ
べ
き

﹇
Ａ
１

２

９

﹈〈
三
四
・
五
×
五
〇
・
九
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
寛（
１
７
４
２
）

保
二
年
壬　
　

戌
年  

三
月
七
日
／
禁（
桜
町
天
皇
）

中
様
御
花
見
に
め
し
候
時
よ

み
申
候
哥
、
／
す
な
は
ち
御
点
は
い
り
や
う
申
候
。

〈
本
紙
〉

　
　
　
　
　
　
　

栄
子
上

い
つ
は
⃝

とあ
れ

はあわ
か
ぬ
雲
井
の

さ
く
ら
花
八
重
九
重
に

咲
匂
ふ
らさ

か
り
はし

﹇
Ａ
１

３

０

﹈〈
三
七
・
四
×
五
五
・
三
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
霊
元
院
様
御
十
三
回
忌
ニ
付
、
御
つ
い
善
の
御
哥
／
妙（
霊
元
院
第
十
二
皇

法
院
様

御子
堯
恭
法
親
王
）

も
よ
を
し
に
て
ど
な
た
へ
も
進
ら
れ
候
ま
ゝ
、
／
こ
な
た
ニ
も
あ
そ
ば
し
ま

い
ら
せ
候
や
う
ニ
と
の
御
事
ゆ
へ
／
あ
そ
ば
し
進
ら
れ
候
。

〈
本
紙
〉

　
　

見
月　
　
　
　

栄
子
上

あ
き
の
夜
の
月
の
光
も

い
と
ゞ
な
を
更
行
ま
ゝ
に

昔
恋
し
き

＼
秋
の
よ
の
月
を
み
る
に
も

わお
も
ひ
い
て
ゝ

す
ら
れ
ぬ
昔
をの

し
の
ぶ
⃝

君
が
こ
と
の
は

﹇
Ａ
１

３

１

﹈〈
三
三
・
〇
×
四
五
・
九
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
延（
１
７
４
５
）

享
二
年
丑
ノ
年

正
月
／
女
御
の
御
方
け
い
こ
始
之
詠
哥
巻
頭
／
御

点
は
い
れ
う
い
た
し
候
。

〈
本
紙
〉

　
　

春
風
解
氷　
　

栄
子
上

＼
か
す
み
た
ち
吹
春
か
ぜ
も

の
ど
か
に
て
氷
と
け
ぬ
る

庭
の
い
け
水

春
か
ぜ
に
い
け
の
氷
も

う
ち
と
け
て
汀
の
柳

゛゙
゛゙
゛
゛゙久
　

し
　

き

゛゙

゛

゛゙

゛゙
゛゙
゛
゛

（
桜
町
天
皇
女
御
、
青
綺
門
院
舎
子
）
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影
ぞ
う
つ
れ
る

﹇
Ａ
１

３

２

﹈〈
三
三
・
〇
×
四
六
・
〇
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
延
享
二
年
丑
ノ
年

二
月
／
女
御
の
御
方
月
次
之
詠
哥
巻
頭
／
御
点
は

い
れ
う
い
た
し
候
。

〈
本
紙
〉

　
　

行
路
霞　
　
　

栄
子
上

春
と
て
や
若
な
つ
み
に
と

ゆ
く
⃝ 五

野
辺の
か
よ
ひ
ち
に
霞
たむ

な
引

遠
の
山
の
は

﹇
Ａ
１

３

３

﹈〈
三
四
・
五
×
五
一
・
一
糎
〉

〈
包
紙
上
書
〉
延
享
二
年
丑
ノ
年

三
月
十
二
日
／
御
花
見
之
時
分
、
御
当
座
之
／
時

分
ニ
よ
み
申
候
詠
哥
、
御
点
は
い
り
や
う
／
い
た
し
候
。

〈
本
紙
〉

　
　

折
花　
　
　
　

栄
子
上

ふ咲
に

くほ
ふ

か
ぜ
も
花
の
盛
をの
梢

こあ
か
な
く
に

ゝ
ろ
せ
よ
手
折
て
み
ば
や

九
重
の
庭花

　
「
栄
子
内
親
王
和
歌
詠
草
」
九
点
の
う
ち
、
最
も
早
い
時
期
の
詠
草
は
﹇
Ａ

１

２

５

﹈
の
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）、
栄
子
三
十
九
歳
の
時
の
も
の
で
、
最

も
遅
い
詠
草
は
﹇
Ａ
１

３

３

﹈
の
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）、
栄
子
七
十
三
歳

の
時
の
も
の
で
あ
る
。
三
十
五
年
間
の
う
ち
の
九
点
で
あ
り
、
栄
子
の
和
歌
活

動
の
ご
く
一
部
を
伝
え
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
女
性
と
和
歌
の
関
連
に
つ
い
て
い

く
つ
か
の
こ
と
が
言
え
る
。

　

ま
ず
詠
草
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
男
性
の
詠
草
と
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
署
名
に

つ
い
て
は
異
な
る
点
が
あ
る
。
詠
草
九
点
の
う
ち
、
早
い
時
期
の
三
点
﹇
Ａ
１

２

５

﹈〜﹇
Ａ
１

２

７

﹈
に
は
署
名
が
な
い
。﹇
Ａ
１

２

８

﹈
の
包
紙
上
書
に
は

「
女
房
詠
草
ニ
ハ
い
み
名
か
き
申
さ
ぬ
也
。
是
ハ
い
み
な
ふ
と
か
き
申
候
」
と

あ
り
、
詠
草
に
は
確
か
に
「
栄
子
上

」
と
「
い（

諱

）

み
名
」
の
署
名
が
あ
る
。
そ
の

後
、﹇
Ａ
１

２

９

﹈〜﹇
Ａ
１

３

３

﹈
に
は
署
名
が
あ
る
。
栄
子
は
、﹇
Ａ
１

２

８

﹈
の
時
ま
で
は
女
性
は
詠
草
に
署
名
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
た

が
、﹇
Ａ
１

２

９

﹈
以
降
で
は
署
名
を
書
く
も
の
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

し
い
。

　

女
性
の
詠
草
に
お
け
る
署
名
に
つ
い
て
は
、
先
掲
の
『
和
歌
問
答
』
に
「
し

か
れ
共
、
詠
草
に
は
書
べ
し
。
さ
な
く
て
は
多
有
時
添
削
な
り
が
た
き
也
。
是

又
詠
草
は
内
々
の
義
也
。
仍
不
苦
也
」
と
あ
っ
た
。
署
名
が
な
け
れ
ば
他
人
の

詠
草
と
取
り
紛
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
実
用
的
な
意
味
で
署
名
が
必
要

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
栄
子
の
場
合
、
署
名
の
有
無
が
一
貫
し
て
い
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
考
え
る
と
『
和
歌
問
答
』
記
載
の
内
容
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、

時
代
、
状
況
、
あ
る
い
は
人
ご
と
に
実
際
の
運
用
方
法
が
異
な
る
こ
と
が
あ
っ

そ
て
も

四
の
と
か
に

゛
゛゙
゛

゛゙
゛゙
゛

゛゙
゛゙
゛゙
゛
゛

゛゙
゛゙
゛゛
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た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
詠
歌
の
状
況
及
び
内
容
を
見
て
み
よ
う
。﹇
Ａ
１

２

５

﹈
に

「
仙
洞
様
御
て（

添

削

）

ん
さ
く
は（

拝

領

）

い
り
や
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
栄
子
は
父
霊
元
院
在

世
時
に
は
院
か
ら
和
歌
の
添
削
を
受
け
て
い
た
。﹇
Ａ
１

２

５

﹈﹇
Ａ
１

２

６

﹈

は
共
に
新
上
西
門
院
の
六
十
の
賀
に
寄
せ
て
の
詠
、﹇
Ａ
１

２

７

﹈
は
中
御
門

天
皇
の
花
見
に
際
し
て
の
詠
、﹇
Ａ
１

２

８

﹈
は
綱
平
の
母
宝
樹
院
の
八
十
の

賀
で
の
詠
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
公
的
な
歌
会
で
は
な
く
、
私
的
な
行
事
の
折
に

詠
ま
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
場
に
お
い
て
は
女
性
も
ま
た

和
歌
を
詠
む
べ
き
存
在
に
数
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

栄
子
内
親
王
和
歌
詠
草
と
直
接
に
は
関
わ
ら
な
い
が
、
二
条
家
文
書
﹇
Ａ
１

１

９

﹈「
中
御
門
天
皇
宸
筆
和
歌⑥
」
の
包
紙
に
は
次
の
上
書
が
あ
る
。

享
保
廿
一
年
二
月
晦
日
、
院
御
花
見
に
被
召
候
人
数
、
宮
御
方
、
大
聖
寺

宮
、
本
覚
院
宮
、
宝
鏡
寺
宮
、
曇
花
院
宮
、
林
丘
寺
宮
。
何
れ
も
え
檜
扇

子
に
桜
之
枝
折
、
此
た
と
う
紙
に
／
盃
〈
土
器
〉
被
入
、
何
れ
も
え
拝
領
。

宮
御
方
御
申
う
け
御
拝
領
。

　

享
保
二
十
一
年
二
月
晦
日
に
行
わ
れ
た
中
御
門
院
の
仙
洞
御
所
で
の
花
見
に

は
、
傍
線
部
の
通
り
女
性
が
多
く
参
加
し
て
い
る⑦
。
こ
う
し
た
場
面
で
は
女
性

も
和
歌
を
詠
み
、
座
の
愉
し
み
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
例
も

あ
く
ま
で
天
皇
や
上
皇
周
辺
の
こ
と
で
あ
り
、
公
家
の
私
的
な
行
事
に
お
い
て

ど
う
で
あ
っ
た
か
は
改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

次
に
栄
子
の
和
歌
の
内
実
を
検
討
す
る
た
め
、
例
と
し
て
﹇
Ａ
１

２

５

﹈
の

歌
を
見
て
み
よ
う⑧
。
端
の
歌
は
「
く
れ
竹
の
は
が
へ
ぬ
杖
を
つ
く
か
ら
に
千
世

に
八
千
代
の
さ
か
も
こ
え
な
む
」
が
初
案
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
次
に
挙
げ
る

『
古
今
集
』
巻
七
賀
の
二
首
の
表
現
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
ず

我
が
君
は
千
世
に
八
千
世
に
さ
ざ
れ
石
の
い
は
ほ
と
な
り
て
苔
の
む
す
ま

で

 

（
三
四
三
）

仁
和
の
帝
の
親
王
に
お
は
し
ま
し
け
る
時
に
、
御
を
ば
の
八
十
の
賀

に
し
ろ
か
ね
を
杖
に
作
れ
り
け
る
を
見
て
、
か
の
御
を
ば
に
か
は
り

て
詠
み
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
正
遍
昭

ち
は
や
ぶ
る
神
や
き
り
け
む
つ
く
か
ら
に
千
歳
の
坂
も
越
え
ぬ
べ
ら
な
り

 

（
三
四
八
）

　

包
紙
上
書
に
あ
る
通
り
、﹇
Ａ
１

２

５

﹈
の
詠
草
は
新
上
西
門
院
の
六
十
の

賀
に
お
い
て
杖
を
贈
る
際
の
も
の
で
あ
り
、
内
容
の
一
致
す
る
遍
昭
歌
を
本
歌

と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
へ
賀
部
巻
頭
歌
で
あ
る
三
四
三
番
歌
を
取
り
合
わ

せ
、
祝
意
を
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
杖
の
素
材
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
「
竹
」

も
取
り
入
れ
て
お
り
、
状
況
に
応
じ
た
和
歌
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

奥
の
歌
「
と
し
を
へ
て
生
そ
ふ
竹
の
ふ
し
毎
に
か
さ
ぬ
る
千
世
は
君
ぞ
か
ぞ

〈
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へ
ん
」
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
次
の
よ
う
な
歌
を
元
と
し
て
一
首
が
作
ら
れ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
三
条
内
大
臣

植
ゑ
て
み
る
籬
の
竹
の
節
ご
と
に
こ
も
れ
る
千
代
は
君
ぞ
か
ぞ
へ
ん

 

（『
千
載
集
』
巻
十
賀
・
六
〇
七
）

　
　

延
喜
御
時
屏
風
歌　
　
　
　
　
　
　

貫
之

年
ご
と
に
生
ひ
そ
ふ
竹
の
よ
よ
を
経
て
変
は
ら
ぬ
色
を
誰
と
か
は
見
ん

 

（『
新
古
今
集
』
巻
七
賀
・
七
一
五
）

　

貫
之
歌
が
本
歌
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
歌
を
栄
子
が
覚
え
て
い
た
の
か
、
あ

る
い
は
類
題
集
な
ど
を
手
が
か
り
に
こ
れ
ら
の
歌
を
参
照
し
た
の
か
、
さ
ら
に

は
誰
か
の
補
助
が
あ
っ
た
も
の
か
、
今
は
確
認
で
き
な
い
が
、
状
況
を
よ
く
捉

え
て
一
首
を
仕
立
て
る
力
は
十
分
に
身
に
つ
い
て
い
た
と
見
て
お
き
た
い
。

　

こ
れ
ら
二
首
の
う
ち
、
端
の
歌
に
霊
元
院
か
ら
合
点
と
添
削
が
付
さ
れ
て
い

る
。
添
削
後
の
形
は
、

く
れ
竹
の
は
が
へ
ぬ
杖
を
つ
く
か
ら
に
君
ぞ
八
千
代
の
さ
か
も
こ
ゆ
べ
き

で
あ
る
。
添
削
の
意
図
と
し
て
は
、「
千
世
に
八
千
代
の
さ
か
」
と
い
う
詞
続

き
に
不
自
然
さ
を
見
て
と
り
、「
千
世
に
」
を
「
君
ぞ
」
に
替
え
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
結
句
を
「
べ
き
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
多
く
は
手
を
加
え
ず
、
元

の
作
意
を
維
持
す
る
穏
当
な
添
削
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
他
の
栄
子
詠
草
に

つ
い
て
も
同
様
と
言
え
る
。

　

そ
も
そ
も
、﹇
Ａ
１

２

５

﹈〜﹇
Ａ
１

３

０

﹈
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
純
粋

な
題
詠
で
は
な
く
、
考
慮
す
べ
き
明
確
な
事
情
が
あ
る
状
況
で
の
詠
で
あ
る
。

そ
う
し
た
点
で
、
た
と
え
ば
題
詠
を
主
と
す
る
月
次
歌
会
に
お
い
て
求
め
ら
れ

る
の
と
は
や
や
異
な
る
心
配
り
が
必
要
と
も
言
え
、
少
な
く
と
も
「
栄
子
内
親

王
和
歌
詠
草
」
か
ら
は
そ
う
し
た
詠
歌
が
期
待
さ
れ
る
場
面
が
点
々
と
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
て
、
霊
元
院
崩
御
の
後
は
、﹇
Ａ
１

２

９

﹈
で
は
花
見
の
主
催
者
で
あ
る

桜
町
天
皇
が
、﹇
Ａ
１

３

０

﹈
で
は
霊
元
院
十
三
回
忌
に
際
し
て
詠
進
を
勧
め

た
と
い
う
妙
法
院
堯
然
法
親
王
が
添
削
を
行
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。
そ
し
て
、

﹇
Ａ
１

３

１

﹈〜﹇
Ａ
１

３

３

﹈
で
は
「
女
御
の
御
方
」、
す
な
わ
ち
桜
町
天
皇
の

女
御
で
あ
る
青
綺
門
院
舎い

え
こ子
の
稽
古
歌
会
に
詠
進
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
歌
会

を
運
営
す
る
桜
町
天
皇
が
添
削
を
行
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

二
条
綱
平
と
栄
子
の
間
に
吉
忠
（
一
六
八
九
―
一
七
三
七
）
が
生
ま
れ
、
吉

忠
は
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀
の
女
利
子
（
栄
君
、
一
六
九
三
―
一
七
四
九
）
を
妻

と
す
る
。
舎
子
は
吉
忠
と
利
子
の
子
で
あ
り
、
つ
ま
り
、
栄
子
の
孫
に
あ
た
る

人
物
で
あ
る
。
七
十
三
歳
を
迎
え
た
栄
子
は
、
こ
の
孫
の
舎
子
の
稽
古
歌
会
に

参
加
す
る
こ
と
で
そ
の
和
歌
教
育
に
携
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
桜
町
天
皇
の
御

会
で
は
、
東
宮
時
代
を
含
め
多
く
の
女
房
ら
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
記
録
か

ら
分
か
る
が⑨
、
こ
こ
で
も
舎
子
の
稽
古
を
目
的
と
し
て
女
性
の
詠
進
が
行
わ
れ

て
い
る
。
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栄
子
が
子
女
の
和
歌
活
動
や
教
育
に
関
わ
る
様
子
は
、
他
の
資
料
か
ら
も
確

認
で
き
る
。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
綱
平
公
記
』（
二
条
家
記
録
―
二
）

の
正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
正
月
十
二
日
の
記
事
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
、
女（
栄
子
）

二
宮
よ
り
新
大
納
言
局
迄
文
被
送
。
其
趣
者
、
左（
吉
忠
）

大
将
禁
中
御
会

始
和
哥
詠
進
之
義
、
被
仰
出
候
。
依
之
、
御
加
点
何
と
ぞ
御
願
申
上
度
候

由
、
被
申
入
。
新
大
納
言
局
よ
り
返
状
来
、
則
申
被
上
候
所
、
成
程
御
加

点
被
遊
可
被
下
候
由
、
被
仰
出
候
由
也
。

　

吉
忠
が
禁
裏
の
和
歌
御
会
始
に
詠
進
す
る
に
あ
た
り
、
栄
子
は
女
官
で
あ
る

新
大
納
言
局
を
介
し
て
霊
元
院
に
添
削
を
依
頼
し
、
そ
れ
が
許
さ
れ
た
。
霊
元

院
か
ら
の
和
歌
添
削
は
栄
子
を
介
し
て
孫
の
吉
忠
に
ま
で
及
ん
で
い
た
の
で
あ

る
。

　

栄
子
は
吉
忠
、
舎
子
ら
の
和
歌
活
動
に
補
助
的
に
関
わ
っ
て
い
た
。
霊
元
院

皇
女
で
あ
る
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
あ
る
た
め
、
公
家
社
会
に
お
け
る
女
性
の

和
歌
活
動
と
し
て
一
般
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
如
上
の
形

で
家
の
和
歌
活
動
に
女
性
が
関
わ
る
余
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
し
て
良
い
だ

ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
二
条
家
の
縁
戚
関
係
を
見
て
い
く
と
、
舎
子
の
姉
の
淳
子
（
辰

姫
）
は
、
近
世
中
期
の
堂
上
和
歌
に
お
い
て
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
有
栖
川

宮
職
仁
親
王
の
妃
で
あ
る
。
職
仁
、
淳
子
は
共
に
、
桜
町
天
皇
と
舎
子
と
の
間

に
生
ま
れ
た
後
桜
町
天
皇
（
一
七
四
〇
―
一
八
一
二
）
の
和
歌
指
導
に
も
密
接

に
関
わ
っ
て
い
る⑩ 

（
図
参
照
）。
す
な
わ
ち
、
十
八
世
紀
の
堂
上
歌
壇
を
通
し

て
、
二
条
家
は
女
性
が
積
極
的
に
堂
上
の
和
歌
活
動
に
関
わ
っ
て
い
く
の
で
あ

る
。
栄
子
の
和
歌
詠
草
は
そ
の
発
端
に
位
置
す
る
時
期
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、

以
後
の
二
条
家
と
和
歌
の
関
係
を
見
る
上
で
重
要
な
資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
主
に
新
上
西
門
院
と
栄
子
内
親
王
の
筆
写
資
料
を
元
に
、
近
世
中

期
に
お
け
る
女
性
の
和
歌
活
動
の
一
端
を
紹
介
し
、
二
条
家
と
堂
上
和
歌
と
の

関
連
に
も
言
及
し
た
。
近
時
、
女
性
の
和
歌
活
動
に
関
す
る
報
告
が
立
て
続
け

に
な
さ
れ
て
お
り
、
時
代
を
問
わ
ず
具
体
的
な
様
相
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て

い
る⑪
。
関
連
資
料
の
少
な
さ
か
ら
大
幅
に
研
究
が
進
展
す
る
と
い
う
こ
と
は
難

栄
子

吉
忠

霊
元
天
皇

新
上
西
門
院

淳
子
（
辰
姫
）

有
栖
川
宮
職
仁
親
王

後
桜
町
天
皇

利
子
（
栄
君
）

二
条
綱
平

舎
子

桜
町
天
皇

図
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し
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
具
体
的
な
検
証
の
積
み
重
ね
が
必
要
で

あ
る
。
本
稿
も
そ
う
し
た
研
究
の
一
部
と
し
て
着
手
し
た
も
の
で
あ
り
、
周
辺

資
料
の
検
証
を
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
十
八
世
紀
半
ば
に
始
ま

る
舎
子
の
稽
古
歌
会
は
注
目
す
べ
き
催
し
で
あ
り
、
す
で
に
坂
内
氏
も
先
掲
論

文
の
中
で
触
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
よ
り
深
く
追
究
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
が
、

当
該
歌
会
の
実
態
や
詠
歌
内
容
の
検
討
な
ど
は
、
別
稿
に
お
い
て
改
め
て
検
討

し
た
い
。

※ 

資
料
の
翻
刻
・
引
用
に
つ
い
て
は
句
読
点
、
濁
点
を
私
に
補
い
、
原
則
と
し
て
旧
字
・

異
体
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。（　

）
に
よ
る
注
記
と
、
引
用
文
に
付
し
た　
は

い
ず
れ
も
稿
者
に
よ
る
。
和
歌
の
引
用
に
つ
い
て
は
特
記
し
な
い
限
り
『
新
編
国
歌
大

観
』（
日
本
文
学
Ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
「
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
所
収
）
を

用
い
、
仮
名
・
漢
字
の
表
記
は
適
宜
改
め
た
。
そ
の
他
の
引
用
は
以
下
よ
り
行
っ
た
。

　

 『
時
慶
記
』
…
『
時
慶
記  

第
四
巻
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
三
）／『
和
歌
秘
訣
』
…

『
近
世
歌
学
集
成  

上
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
）／『
和
歌
問
答
』
…
『
近
世
歌
学
集

成  

中
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
七
）／『
綱
平
公
記
』
…
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
所

蔵
史
料
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
閲
覧
。

注①　
『
国
語
と
国
文
学
』
六
六
巻
三
号
、
一
九
八
九
年
三
月
。

②　

小
山
順
子
「
室
町
時
代
の
女
性
歌
人
た
ち
」（『
中
世
文
学
』
六
〇
号
、
二
〇
一
五

年
六
月
）
参
照
。

③　

同
志
社
大
学
に
は
他
に
、
東
京
の
古
書
店
か
ら
購
入
さ
れ
た
約
百
点
に
及
ぶ
「
二

条
家
文
書
」
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
吉
野
健
一
・
眞
田
拓
弥
「
同
志
社
大
学

所
蔵
二
条
家
文
書
に
つ
い
て
」（『
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
館
報
』
二
三
号
、
二
〇

二
〇
年
一
一
月
）
参
照
。

④　
「
信
楽
院
」
は
未
詳
だ
が
、
二
条
綱
平
の
日
記
『
綱
平
公
記
』
に
記
載
さ
れ
る
名

で
あ
る
。
二
条
家
の
親
類
か
、
近
い
存
在
に
あ
っ
た
人
物
と
見
ら
れ
る
。

⑤　

資
料
番
号
四
三
二
、
四
三
六
―
一
、
四
三
七
、
四
三
八
、
四
三
九
、
四
四
一
な
ど
。

大
谷
俊
太
・
大
山
和
哉
「
京
都
大
学
文
学
部
蔵
中
院
文
書
文
学
関
係
資
料
翻
刻

（
中
）」（『
京
都
大
学
国
文
学
論
叢
』
四
二
号
、
二
〇
一
九
年
九
月
）
参
照
。

⑥　

享
保
二
十
一
年
二
月
晦
日
に
中
御
門
院
の
仙
洞
御
所
で
行
わ
れ
た
花
見
に
際
し
て
、

参
加
者
に
盃
が
配
ら
れ
た
時
、
そ
の
盃
が
包
ま
れ
て
い
た
紙
で
あ
る
。
内
側
に
は
中

御
門
院
御
製
「
い
ま
も
な
を
こ
ゝ
ろ
な
を
き
そ
洞
の
う
ち
の
は
な
も
む
か
し
の
春
は

わ
す
れ
じ
」「
幾
は
る
も
あ
か
ず
き
て
み
よ
こ
と
し
よ
り
わ
が
す
む
洞
の
花
の
さ
か

り
を
」
の
二
首
が
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。

⑦　

宮
御
方
は
栄
子
、
大
聖
寺
宮
は
霊
元
院
第
十
皇
女
永
応
、
本
覚
院
宮
は
後
西
院
第

十
二
皇
女
理
豊
、
宝
鏡
寺
宮
は
中
御
門
院
第
四
皇
女
理
秀
、
曇
花
院
宮
は
中
御
門
院

第
一
皇
女
聖
珊
、
林
丘
寺
宮
は
霊
元
院
第
九
皇
女
元
秀
。

⑧　
﹇
Ａ
１

２

５

﹈
の
端
の
歌
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
八
月
二
十
四
日
に
同
志
社

大
学
で
行
わ
れ
た
人
文
科
学
研
究
所
第
一
〇
三
回
公
開
講
演
会
「
京
の
都  

宮
廷
文

化
の
リ
ア
ル

―
埋
も
れ
た
「
時
」
を
解
き
明
か
す

―
」
の
中
で
、
大
山
「
和
歌

が
生
ま
れ
る
と
き

―
同
志
社
大
学
歴
史
資
料
館
所
蔵
二
条
家
文
書
を
紐
解
い
て

―
」
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
。
当
時
の
講
演
記
録
は
『
人
文
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
』

（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
七
六
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑨　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
桜
町
天
皇
坊
中
御
会
』
三
冊
（
五
〇
一
―
八
七
五
）
に
記
録

が
あ
る
。
な
お
三
冊
い
ず
れ
も
外
題
は
定
家
様
で
、
桜
町
天
皇
に
厚
遇
を
受
け
た
冷

泉
為
村
筆
と
見
ら
れ
る
。

⑩　

酒
井
信
彦
「
後
桜
町
天
皇
の
内
親
王
時
代

―
宝
暦
六
年
の
生
活
」（『
儀
礼
文
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化
』
四
〇
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
参
照
。

⑪　

日
高
愛
子
「
久
我
美
子
の
紀
行
文
と
和
歌
」（
二
〇
二
二
年
四
月
二
十
三
日
和
歌

文
学
会
関
西
四
月
例
会
、
於
京
都
産
業
大
学
壬
生
校
地
む
す
び
わ
ざ
館
）、
小
山
順

子
「
卿
内
侍
（
姉
小
路
済
子
）
の
筆
蹟
資
料

―
陽
明
文
庫
蔵
「
後
柏
原
院
宸
筆
其

外
寄
合
書
『
源
氏
物
語
』」
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
二
〇
二
二
年
五
月
二
十
八
日
和
歌

文
学
会
五
月
例
会
、
明
治
大
学
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
））、
浅
田
徹
「
女
性
和
歌
史
に

お
け
る
平
安
時
代
後
半
」（
二
〇
二
二
年
十
月
八
日
・
九
日
和
歌
文
学
会
第
六
八
回

大
会
、
於
立
正
大
学
）
な
ど
。

〔
付
記
〕　

本
稿
は
二
〇
二
二
年
七
月
二
日
和
歌
文
学
会
関
西
七
月
例
会
（
於
同
志
社
大

学
）
に
お
い
て
「
近
世
中
期
堂
上
歌
壇
に
お
け
る
女
性
の
活
動

―
同
志
社
大

学
蔵
二
条
家
文
書
の
和
歌
関
連
資
料
を
手
が
か
り
に

―
」
と
題
し
て
行
っ
た

口
頭
発
表
を
元
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
及
び
発
表
後
に
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

ま
た
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
若
手
研
究
「
近
世
初
期
和
歌
文
学
作
品
の

生
成
に
関
す
る
研
究
」（22K

13048

）、
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
21

期
研
究
会
第
６

研
究
「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的

研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
代
表
・
福
田
智
子
）、
お
よ
び

同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
究
活
動
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。
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